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中学生の生きがい感体験測定尺度の開発と妥当性

藤木五月 (倉敷教育センター)･井上祥治 (岡山大学教育学部)

本研究の目的は､中学生の生きがい感体験測定尺度の作成およびこの尺度の妥当性を検証することである｡中学生の自

由記述を基に32項目から成る生きがい感体験尺度を作成した｡因子分析の結果からこの尺度は8因子から構成されてい

ることが示された｡この尺度の収束的および判別的妥当性についての因子的および外的な証拠も明らかにしている｡

キーワード:生きがい感､生きがい感体験尺度､精神的健康

Ⅰ.研究の意義と目的

1. はじめに

近牢､ライフスタイノレや価値観の変化により､精神的健康

のPositiveな側面が重祝されるようになっている｡総斬 広

報室 (1989)は､r今後の生活では心の豊かさに重きを置きた

いか､物の豊かさに重きを置きたいか｣の調査より､国民の

価値観が昭和50年代前半より変化し始め､｢物の豊かさ｣以

上に ｢心の豊かさ｣を重要と考える人が増加したことを示し

ている｡同様の指摘は木下 (1990)や近簿 (1997)によって

もなされており､心の豊かさ､つまりより良い心の状態は現

代社会の誰もが目持す所であると言えるだろう｡

また､近年､学校現場ではいじめや不登校だけでなく､無

気力など表面化しづらい問題が生じている｡これらが児童生

徒の精神的健康と切っても切り離せない関係にあることは言

うまでもなく､支援のあり方を模索することは急務であると

考えられる｡そこで本研究では､精神的健康のPositiveな側

面として生きがし感に着目した研究を行い､今後､児童生徒

の精神的健康-の取り組みがなされる際の 1指標となる

ことを期待する｡

2.尺度の作成と信雛 ･妥当性の検証

生きがい感は自我の確立する青年期より成立する概念

である(近藤 1997)ことから､中学生を対象とした調査を行

うことも十分に可能であると考えられる｡しかし､これま

でに中学生を対象とした研究はほとんど行われておらず､

生きがい感の定義や研究も実証的な手段に基づいたもの

は少ない｡

生きがい感の測定には人生の目的を測定する尺度である

PILが用いられることが多かっ7㌔ その後､生きがし感尺度の

作成が試みられた中で､近藤･鎌田(1998)の現代大学生の生き

がt感スケールは､現在知り得る限りで最も実証性の高い手

法で作成された尺度である｡この研究の特徴は､｢どんな時に

生きがいを感じるか｣の問いに対する自由記述により生きが

い感項目を収集し､尺度作成と定義づけを行った点である｡

この研究により､31項目の下位尺度として､存在価値､現状

満足感､意欲､人生享楽の4つの下位尺度が抽出され､｢現代

大学生の生きがい感とは､自らの存在価値を意識し､環状に

満足し､生きる意欲を持つ過程で感じられるものであるが､

人生を楽しむ場合にも感じられることがある｣との定義づけ

がなされた｡中でも､｢人生享楽｣については従来の生きがい

感定義にない説明概念であることから､自由記述式調査は時

代に即した生きがし感研究を行う上で重要な役割を果たすと

考えられる｡

そこで本研究は､近藤 ･鎌田の手法に基づいて､現代中学

生の生きがい感体執尺度を作成し､その信頼性および妥当性

を合わせて検証することを第1の目的とする｡

3. 精神的健康との関連

また､精神的健康のPositiveな側面の1つに位置づけられ

る生きがい感は､類似する概念の Positiveな側面および

Negativeな側面とも関連を持つと考えられる｡そこで､3つ

の概念について生きがい感との関連を明らかにしたし㌔

1つ目は､健康である｡山田ら (1996)は､健常乱入がいき

いきと元気に生活している時の状態を精神的健康度の一一つの

指標として､いきいき健廉弼査票を作成した｡この尺度は､

心理的活性が高い状態で精神的榛東度が高いと考えられる精

神状態のPositiveHealth(気分の安定性･気持ちの充難 ･

積極性)と心理的静性度が低い精神状態の NegativeHealth

(不安 ･抑うつ ･いらいら･心気性など)から構成されてい

る｡

2つ目は､気分であるoHiggins(2001)は､自己規制原理を

唱えている｡これは､人が到達願望または防止願望に向かっ
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て進む時に､どの方向に注目して自己規制を行うかについて

の理論であり､主要な規制焦点として願望の達成または到達

に目を向けて自己を規制していく促進焦点という方向と､防

止するまたは避けることに目を向けて自己を規制していく防

止焦点という方向が静】昌されている｡促進焦点は強い理想と

関連し､防止焦点は強い義務と関連している｡また､Higgins

によると､促進焦点は ｢理想に到達 ･達成･近づくこと｣ま

たは ｢距離が開くこと･落差が大きくなること｣により元気･

意気陵々-失望･落胆の感情軸に沿った感情が生じ､防止焦点

は ｢ありたくないことが無いこと･避けたいことが避けられ

ていること･責任を果たしていること･義務を果たしている

ことが実現しているまたは実現に近づくこと｣または ｢あり

たくないことがあること･避けたいことが避けられていない

こと･責任を果たしていないこと･義務を果たしていないこ

と｣によって､平静･リラックス感･平穏感-動随感.緊張･不

安･落ち着かなもⅥ感情触こ沿った感情が生じるとされTいる｡

3つ目は自己概念である｡Rosenberg(1965)は､自尊感情

が高いということは人が自分自身を尊敬し価値ある人間であ

ると考えていることを意味し､自尊感情が低いということは

自己拒否･自己不満足･自己軽蔑を示しており､自分が観察

している自己に対して尊敬を欠いていることを意味するとし

ている (遠帝ら,1992)0

以上の3つの概念のうち､山田らのPositiveHealth(気分

の安定性 ･気持ちの充雛 ･積鮒 ､Higginsの元気･平静

の気分､Rose血ergの自尊感情は､精神的健康のPositiveな

側面の1部分であり､また､山田らのNegativeHealth(不安.

抑うつ ･いらいら･心気性など)､Higginsの落胆 ･不安の気

分は､精神的健康のNegativeな側面の1部分であると捉える

ことができる｡そこで本研究では､生きがい感と諸概念との

関連から精神的健康の両側面との関連を検討し､構成枕念妥

当性の検証を行うことを第2の目的とする｡

4. 生活態度との関連

さらに､中学生の生きがい感は､中学生の生活態度とも密

接な関係を持っと考えられる｡中学生の生活範囲の多くが学

校､家庭､地域であり､その中で友人関係､家睨謁係､学業､

趣味､自由などの関係や活動が展開されている｡

内藤ら (1987)は､学校生活適応感尺度を作成し､学校生

活-の適芯は学習意欲､孝建市関係､友人関係､規則-の態度､

進路意識､特別活動-の態度から説明することができるとし

ている｡古川ら (1993)は､この学校生活適応感尺度を含む

学校-の適応を測定する尺度 ･項目の中に､生きがし感ある

いはその一部を測定していると思われる項目が含まれている

ことを指摘している｡

また､森下 (1981)は､家族関係の 1側面である子どもの

親に称する親和性は､親との情緒的結びつき､親のようにな

りたい程度､親を頼りになると思う程度から説明することが

できるとしているが､これまでに生きがい感と親子関係との

関連については明らかにされていない｡

そこで本研究では､生きがい感と学校生活適応および親子

関係に関する生活態度との関連を明らかにすることを第3の

目的とする｡

5. 生きがい感の定義

さらに､上述の検討を踏まえ､現代中学生の生きがい感と

はどのようなものであるかを明らかにすることを第4の目的

とする｡

Ⅱ.予備訳査
1. 日的

中学生を対象とした自由記述調査により､従来の研究にお

ける定義に限定されることなく､現代中学生の実態に即した

生きがい感体験の収集 ･分類を行い､尺度構成項目となる項

目の選定を行う｡

2. 方法

[調査対象]

県内の公立中学校の生徒479名(男子244名､女子235名)

を調査称象とした｡

[調査時期]

2004年12月中旬｡

[調査方法]

無記名一斉方式の質問紙法を実施し7㌔

[調査項目]

調査項目は以下のとおりである｡

①自身についての記述:学牢･性即トの回答を求ぬ㌔

②生きがい感解除の自由記述:｢あなたが生きがいを感じるの

はどんな時ですか?｣という設問形式で複数回答を求めた｡な

お､質問紙は､設問のみのAタイプと｢生きがいとは生きてい

てよかったと思えるようなこと･生きていく上で大切だと感

じられるようなこと｣との説明を付加したBタイプの2種を実

施した(A204名､B275名)0

3. 結果と考察

[記述のカテゴリ分類]

自由記述により得られた1230の記述(A505､B725)を､3名

の研究者により11のメインカテゴリおよび56のサブカテゴ

リに分類したっ質問紙のタイプによる回答の違いは大きく現

れなかった｡次に､各サブカテゴリより選択した記述に若干

の言葉遣いの修正を加え､92項目を選定した(Tablel).
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Tablelカテゴリ分類表と92項目
カテゴリ 項目

《積極的な個人的活動》
テレビ 好きなテレビ番組を見ている時

芸能人 好きな芸能人を見ている時
映画 映画を見ている時
ゲーム テレビゲームをしている時
パソコン パソコンを使っている時

本(彰 雑誌を読んでいる時
本② 好きな本を読んでいる時

本③ マンガを読んでいる時
運動 好きなスポーツをしている時

音楽(彰 歌ったリ楽器を演奏したりしている時
音楽② 音楽を聞いている時
創作① 絵や文を描いている時
創作② 何かを作っている時

料理 料理をしている時

おしゃれ おしゃれをしている時

金銭･買い物(彰 お金がたくさんある時

金銭･買い物② おこづかいやプレゼントをもらった時
金銭･買い物③ 買い物をしている時

金銭･買い物④ 欲しかった物をやっと手に入れた時
釣り 釣りをしている時

趣味 趣味に没頭している時
好きな事 好きなことが出来る時
遊び 遊んでいる時
(穣極的な社会的活動》

部活動①
部活動②
勉強

役封㊦

カテゴリ 項目

《意欲》

上達･達成①

上達･達成②
上達･達成③

上達･達成④
上達･達成⑤

上達･達成⑥
挑戦･熱中①

挑戦･熱中②
挑戦･熱中③
満足

将来･未来①

将来･未来②

今までできなかった尊ができるようになった時

書式合や大会で成績がよかった時
テストの成績がよかった時
仲間と協力して目的を達成できた時

何かを最後までやり終えた時

目標を達成できた時

何かに挑戦している時

何かに夢中になっている時
何かを一生懸命がんばっている時

結果に満足できた時
将来の事を考えている時

未来に向かって努力している時
《ポジティブな状態》

楽しい･うれしい(彰うれしい事や楽しい事がある時

楽しい･うれしい② 心がウキウキしている時
幸せ･喜び① いい事がある時

幸せ･喜び② 幸せを感じた時
笑顔 笑っている時

《ネガティブな状態》

つらい･やばい つらい事や悩み事がある時

苦しみ･痛み 痛みや危険を感じた時
《自己の存在》

自分らしさ①
自分らしさ②

仲間と一緒に部活動をしている時 健康
部活動をしている時

勉強している時
学校行事に取り組んでいる時

役割② 任された仕事をしている時
《消極的な活動》
自由
蒙

休み①
休み②
のんびり①
のんびり(診
一人

〈日常生活》

食事①
食事院
入浴
睡眠

呼吸

._j 珠
《非日常生活》

怒動体験①

感動体験②
怒動体験③

感動体験④
感動体験⑤
イベント①

イベント②

自由な時間がある時
家にいる時

休み時間
休日や週末

のんびりしている時
ポーつとしたりごろごろしたりしている時

ひとりでいる時

成長

存在①
存在②

自分が自分らしくいられる時
自分の気持ちを表現できた時

健康で元気な時
背が伸びた時

今を一生懸命生きている時

毎日ふつうの生活をしている時
《他者の存在》

友達①

友達②
好きな人(令

好きな人②
家族①
家族②
ペット

他者①

他者②

友達と一緒に過ごしている時

友達や仲間という存在がいる事
好きな人と一緒に過ごしている匹

人を好きになった時

家族という存在がいる事
家族と一緒に過ごしている時
ペットや動物と一緒に過ごしている時

いろいろな人に出会えた時

誰かと粂しく話している時

おなかがいっぱいになった時 他者③ __誰かの笑顔を見た時
おいしい物や好きな物を食べている時 《他者との関わり》
お風呂に入っている時
ゆっくり寝られる時

息をしている時

日が覚めた時 -

きれいなAJtやめずらしい物に出会った時

自然の美しきを感じられた時
テレビや本で大切な事を学んだ時
何かに感動した時
旅行に行った時

季節のいろいろな行事

誕生日にお祝いしてもらった時

他者への援助①
他者への援助②
他者からの感謝

他者からの評価①

他者からの評価②
他者からの信頼①

他者からの偉頼②
他者からの援助①

他者からの援助②

人や社会のために何をかしている時

人を思う気持ちを持つ事
人から感謝されたり喜ばれたりした時

いい事をしてほめられた時

努力したことが認められた時
頼りにされていると感じた時

誰かに必要とされた時
困っているとみんなが助けてくれた時

自分が大切にされていると感じた時
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Ⅱ.尺度構成項目の選定
1. 日的

予備調査の結果選定した項目が､特定の人だけの特殊

な生きがい感体験なのか､現代中学生一般に適用できる

生きがい感体験なのかを確認するための調査を行い､尺

度構成項目の適定を行う｡

2. 方法

[調査対象]

県内の公立中学校の生徒 185名(男子 94名､女子 91

名)を調査対象とした｡なお､各分析には記入ミスのあ

る回答を除いたものを用いた｡

[調査時期]

2005年7月中旬｡

[調査方法]

無記名一斉方式の質問紙法を実施した｡

[調査項目]

調査項目は以下のとおりである｡

①自身についての記述 :学年･性別-の回答を求めた｡

②生きがい感体験項目:92項目について3件法による

回答を求めた｡

3. 結果と考察

[92項目の項目分析]

92項目に対して項目得点合計および度数分布傾向に

よる項目分析を行った｡項目得点合計については､項目

ごとの合計点を算出し､基準値 370点(2点×185名)に

満たない項目を削除対象とした｡また､度数分布傾向に

ついては､項目ごとに各得点(1-3点)の回答比率を算

出し､得点の増加と一致しない項目を削除対象とした｡

これにより26項目を削除し､66項目が選定された｡

[66項目の因子分析]

66項目に対して最尤法による分析を行った｡固有値

の変化は､24.68､3.49､2.22､2.06､1.76､1.67-と

いうものであった｡因子構造を比較し､各因子の特徴を

最も説明できる5因子解を選択した｡そこで再度5因子

を仮定して最尤法 ･Promax回転による因子分析を行っ

た｡その結果､因子負荷量0.4未満を示した 17項目を

分析から削除し､49項目に対して､因子数を5因子に

設定し､再度最尤法 ･Promax回転による因子分析を行

った｡なお､回転前の5因子で49項目の全分散を説明

する割合は55.52%であった｡

第1因子は｢テレビや本で大切な事を学んだ時｣｢自然

の美しさを感じられた時｣など自然や他者とのつながり

に対する主体性を示す項目が高い負荷量を示していた

ことから､主体的活動因子と命名した｡第2因子は｢お

金がたくさんある時｣｢おいしい物や好きな物を食べて

いる時｣など日常生活での満足感を示す項目が高い負荷

量を示していたことから､ 生活満足因子と命名した｡

第3因子は｢誰かに必要とされた時｣｢自分が大切にされ

ていると感じた時｣など他者からの受容や意欲的な行動

を示す項目が高い負荷量を示していたことから､存在価

値因子と命名した｡第4因子は｢家族と一緒に過ごして

いる時｣｢家族という存在がいる事｣など家族や友人の存

在に関する項目が高い負荷量を示していたことから､重

要な他者の存在因子と命名した｡第5因子は｢仲間と一

緒に部活動をしている時｣｢部活動をしている時｣など部

活動についての項目が高い負荷量を示していたことか

ら､部活動因子と命名した｡

以上の5因子49項目を尺度構成項目とするために､

原文に忠実に質問形式に変換した｡

Ⅳ.尺度の信頼性 ･妥当性の検討および諸概念との関

逮

1. 日的

選定した生きがい感体験項目を用いた調査を行い､現

代中学生の生きがい感体験尺度を作成する｡また､α係

数による内的整合性の検討とセルフアンカリングスケ

ールによる基準関連妥当性の検討を行い､尺度の信頼性

と妥当性の検証を行 う｡さらに､精神的健康の諸概念と

の関連から尺度の構成概念妥当性の検討を行 うととも

に､生活態度との関連を検討する｡

2. 方法

[調査対象]

県内の公立中学校の生徒501名(男子253名､女子241

名､不明7名)を調査対象とした｡なお､各分析には記

入ミスのある回答を除いたものを用いた｡

[調査時期]

2005年 11月上旬｡

[調査方法]

無記名一斉方式の質問解法を実施したo

[調査項目]

調査項目は以下のとおりである｡

①自身についての記述 :学年･性別-の回答を求めた｡

②生きがい感体験項目:49項目について5件法による

回答を求めた｡

③セルフアンカリングスケール:普段の生活で感じる生

きがい感の程度について0点～10点で回答を求めた｡

④いきいき健康調査票 ver.2(山田ら,1996):Positive

ー128-
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Health(以下 PH)を測定する 14項目 3下位尺度と

NegativeHealth(以下NH)を測定する7項目の合計21

項目について4件法による回答を求めた｡

⑤気分についての項目:Higgins(2001)の自己規制原理

に基づいて､元気､落胆､平静､不安の気分を表す 8

項目を設定し､7件法による回答を求めた｡

⑥自尊感情尺度(Rosenberg,1965):10項目について 4

件法による回答を求めた｡

⑦学校生活適応感尺度(内藤ら,1987):学習意欲や教師

関係など6領域36項目より中学生にふさわしいと考え

られる18項目を用い､5件法による回答を求めた｡

⑧子どもの親に対する親和性尺度(森下,1981):親密

さ･同一視欲求 ･信頼性の3下位尺度 17項目より中学

生にふさわしいと考えられる9項目を用い､3件法によ

る回答を求めた｡

3. 結果と考察

[49項目の因子分析]

49項目に対して最尤法による因子分析を行った｡ 固

有値の変化は､12.46､2.80､2.52､1.86､1.74､1.50､

1.32､1.29､1.21､･-というものであった｡因子構造を

比較し､各因子の特徴を最も説明できる8因子解を選択

した｡そこで再度 8因子を仮定して最尤法 ･PromaX回

転による因子分析を行った｡その結果､因子負荷量が

0.4未満を示した 17項目を分析から削除し､32項目に

対して再度最尤法 ･Promax回転による因子分析を行っ

た｡Promax回転後の最終的な因子パターンおよび因子

相関行列をTable2,3に示す｡なお､回転前の8因子で

32項目の全分散を説明する割合は60.07%であった｡

第1因子は｢楽しく話ができる相手がいます｣｢よく笑

っています｣など他者とのフレンドリーな関係を示す項

目が高い負荷量を示していたことから､友好的関係因子

と命名した｡第 2因子は｢誰かに必要とされています｣

｢頼りにされていると感じています｣など自己の存在や

結果を他者から認められる内容の項目が高い負荷量を

示していたことから､他者からの受容因子と命名した｡

第3因子は｢挑戦している事があります｣｢夢中になって

いる事があります｣など自己の意欲を示す項目が高い負

荷量を示していた｡また､ここでの意欲は結果の良し悪

Lや他者からの受容など外部基準によるものではなく､

自己の内発的な意欲であることから､内発的意欲と命名

した｡第 4因子は｢仲間と一緒に部活動をしています｣

｢部活動に参加しています｣の 2項目で構成されている

ことから､部活動因子と命名した｡第5因子は｢お金が

たくさんあります｣｢欲しいと思っていた物を手に入れ

ることができています｣など金銭やプレゼントなどの獲

得を示す項目が高い負荷量を示していたことから､物質

的獲得因子と命名した｡第6因子は｢自然の美しさを感

じることがよくあります｣｢きれいな風景やめずらしい

物によく出会っています｣など自然や作品-の感動を示

す項目が高い負荷量を示していたことから､感動体験因

子と命名した｡第7因子は｢自由な時間がたくさんあり

ます｣｢のんびりと過ごしています｣など自己のペースで

気ままに生活する内容の項目が高い負荷量を示してい

たことから､自由な時間因子と命名した｡第8因子は｢家

族という存在が身近にいます｣｢よく家族と一緒に過ご

しています｣の2項目で構成されていることから､家庭

生活因子と命名した｡

Table232項目のEa子 析揺果(prorTlaX回転後の塵子パターン)

_･.________旦｣
楽しく話ができる相手がいます.

よく笑っています.

休み時間Iを楽しく過ごしています.

よく誰かの笑顔を見ることがあります.

よく友達と-矧 こ過ごしています.

困っている時にみんなか 助けてくれます･

誰かに必要とされています.

頼りにされていると感じています.

努力した事が認められていると感じています.

自分は大切にされていると感じています.

人から感謝されたり書ばれたりしています｡
挑戦している事かあります.

事中になっている事があります.

一生糠翁がんばっている事があります.

未来に向かって努力しています.

吉芸tf三芸Lt'=諾 誌 豊 実tTT･.

部活事か_=参加しています.
お金がたくさんあります｡

乱′いと思っn lた物を手ta れることができています.

あこつかLやプレゼントをbううことかよくあります.

よく旅行に出かけます｡ 一

自照の美しきを感じることがよくあります.
きれいな血書やめずらしし職 J く出会っTいます.

テレビや車力う大切な事を学ぶことがよくあります.
好きな本を読むことがよくあ_旦圭す･ _
自由r1時間がたくさんあります.

のんびりと過ごしています.

たくさん遊んでいます.

ゆっくりと凍る時間があります･ _
家族という存在が身近にいます.

よく零族と-特に過ごしています.

1 2 3 4 5 6

0.811006-009-007 0011)02

073-002 008 002 000-004

a69 004-006 000 001 001

066 0〔)1-002-007-016 024

055-005 018 001 002-006

042 027-012 009 006 004

-014 104 002 003-0131)04

006 0_80 004-002 012-013

000 057 004-003 003 002

006 0_49-008-004 006-001

014 0.43 003 0D2 008 017

一〇18 004 0.91 003-005

010-004 054 003-003

019 007 045 005 004

006 012 0.44-009 010

015-001 0.38 002-001

-003-OD4 002 097 002

--002 003 003 0.87-002

0041⊃07-005 001 070

000-003-004-001 069

009 013-003 005 049

-020 007 0111〕04 044

-002 □07-805 003-DOG

-002-003 012-004 010

005-007 008 003 000

004-014 003-001 007

-011 001 008-013 0.05

003 004-012 006 -009

037-005 008 004 002

-004 012-005 000-004

006-001 009-001-009

-010-005-OD8 006 018 mo.010.05015eTegte0.｡6melS諾SlMmo.-｡莞o

TabLe332項目因子相関行列
12345678
- 053 054 028 034 037 033 047

- 052 018 056 055 005 052

52185655E35∩uoO(UnU∩)

-025〔)41044012029

一〇-2霊05142924412000∩)(∪

0120∝)-008012
-044018035
- 012 041

012 - 016

041 016 -

[下位尺度間の関連]

32項目の下位尺度を構成する項目の平均値とSD､α

係数を算出し(Table4)､平均値を下位尺度得点とした｡

友好的関係は最も高い下位尺度得点を示したことから､

現代中学生にとって最も身近な生きがい感であると言

えるだろう｡また､内的整合性は友好的関係､他者から

の受容､内発的意欲､部活動については十分高い値が得

られた｡物質的獲得､感動体験､自由な時間､家庭生活

については項目の追加や再調査によって内的整合性が

さらに高められることが望ましいと考えられる｡
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続いて､下位尺度間相関を算出した(Table5)0 -0.07

-0.53の比較的穏やかな相関値が示されたことから､

本尺度は幅広い概念を含んでいると言えるだろう｡また､

他者からの受容と内発的意欲､友好的関係と他者からの

受容および内発的意欲の間にはいずれも高い相関が認

められた｡部活動は他の下位尺度との相関が低く､自由

な時間､感動体験とは有意な相関を示さなかったが､こ

れについては中学生

の多くが部活動に所

属 しているため､2

項目では弁別性に欠

ける可能性が考えら

れる｡

Table432項目下位尺度の基本統計量とα係券
平均値 SD α係数

友好 4.15 0.70 0.83
他者 318 078 0J82
内先 3.72 0.77 0.76
部活 387 144 091
物旦 281 0BO 0.67
療動 3.58 0.77 0.65
自由 358 0B1 065
家庭 3BO 0.94 0,69+

Tables32項目の下位尺度聞相関
r 内発 ｡口話

友好 - 0.52暮+0.52榊 0.22
他者 0.52 *● - 0.53桝 0.14
内発 0.52 *●0.53I+ 1 0.23
部活 0.22叫 0.14 **0.23** -

*
*
*

*

+

+

物隻 0.27桝 0.46榊 0.33+80,10*
感動 0.34 *書0.39**0.41榊 0,00
自由 0.38 *書0.19榊 0.18糾 -0.07
%& 0.39# 0.19桝 0.27桝 0.ll

*
*
+

*
*
*

*
+

*

*
*

*

*
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2
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-
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0
0
0
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0
0
0

*
*
*

*
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+

*
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0
0
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*
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*

*

*

*
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+

*

*
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2
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*

*
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[セルフアンカリングスケールとの関連]

近藤 ･鎌田 (1998)の生きがい感尺度は､発達段階が

大きく異なるため､本研究の外部基準として用いること

はできない｡そこで､セルフアンカリングスケールを基

準関連妥当性の検証に用いることにした｡

生きがい感体験とセルフアンカリングスケールとの

相関をTable6に示す｡32項目合計得点とセルフアンカ

リングスケールとの相関は0.58の値を示したことから､

合計得点によって現代中学生の生きがい感体験をかな

りの程度測定することが可能であると考えられる｡また

各下位尺度は､友好的関係､他者からの受容､内発的意

欲､家庭生活､自由な時間および物質的獲得､感動体験､

部活動の順位で有意な正の相関を示しており､8つの下

位尺度によってセルフアンカリングスケールだけでは

計り知れない生きがい感体験を測定できていると言え

るだろう｡

Tableeセルフ7ンカリングスケールとの相関
32項且合計 友好 他者 内先 細着 物貫 患勤 自由 書毎

セルフアンカリンク058枠 054榊 052糾 048如 018糾 023糾 021糾025*+039H
+p<.05. 8+p<Ol

[精神的健康との関連]

3つの概念を用いて､生きがい感と精神的健康の両側

面との関連を検討し､構成概念妥当性の検証を行った｡

いきいき健康調査票(山田ら,1996)の項目については､

山田らの分類に基づいて4つの下位尺度に分類し､平均

を下位尺度得点とした｡気分についての8項目について

は､まず因子分析を行った｡その結果､抽出された 4

因子をHigginsの理論に従い命名し､それぞれの合計を

下位尺度得点とした｡自尊感情尺度については､逆転項

目の修正を行い､合計を自尊感情得点とした｡

生きがい感体験と3つの概念との相関はTable7に示

すとおりである｡32項目合計と精神的健康のPositive

な側面である PH､元気気分､平静気分､自尊感情との

間に有意な正の相関が認められた｡また下位尺度ごとで

は､部活動を除く7つの下位尺度とPositiveな側面と

の間に有意な正の相関が認められた｡部活動については､

一部で有意な相関が示されなかったが､これについては

前述の弁別性の問題が関係していると考えられる｡一方､

32項目合計と精神的健康のNegativeな側面である落胆

気分との間に有意な負の相関が認められ､Ⅶ､不安

気分との間に有意ではないが負の相関が示された｡

また下位尺度ごとでは､感動体験をのぞく7つの下

位尺度とNegativeな側面との間に負の相関が示され

た｡一方､感動体験については､州､不安気分との

間に有意な正の相関が認められ､落胆気分との間に

有意ではないが正の相関が示された｡このことから､

感動体験下位尺度の特殊性が伺える｡

さらに､3つの概念との関連を詳しく見ていくと､32

項目合計はいきいき健康調査票のPHの気分の安定性に

比べて気持ちの充実性や積極性との間により高い相関

を示した｡このことから､生きがい感体験はより積極的

であることと関連があると考えられる｡

また､32項目合計は気分項目の元気一落胆の軸との関

連がより強いことから､生きがい感体験は､理想の達成

という観点である促進焦点と強く関連していると考え

られる｡また､下位尺度ごとでは､友好的関係､他者か

らの受容､内発的意欲､部活動､物質的獲得､家庭生活

は元気一落胆の軸との関連が強く､促進焦点との関連が

示されたが､感動体験については平静-不安の軸との関

連がわずかに強く､義務の達成という観点である防止焦

点との関連が示された｡このことから､生きがい感体験

を得るほど､なりたい自分に近づくことができるが､ほ

っとする一時(感動体験)を得ることによって日々の義

務感から開放されることもできると考えられる｡

さらに､32項目合計および各下位尺度は自尊感情と

の間に有意な正の相関が示された｡このことから､生き

がい感体験を得るほど自己を尊敬し､価値ある人間だと

感じることができると考えられる｡
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Table7精神的健康諸概念との相関
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[生活態度との関連]

*
*
･*

*

l
+
+

+

2つの概念を用いて､生きがい感と生活態度との関連

を検討した｡学校生活適応感尺度(内藤ら,1987)の 18

項目については､内藤らの分類に基づいて6つの下位尺

度に分類し､合計を下位尺度得点とした｡子どもの親に

対する親和性尺度(森下,1981)の9項目については､逆

転項目の修正を行い､森下の分類に基づいて3つの下位

尺度に分類し､合計を下位尺度得点とした｡

生きがい感と2つの概念との相関はTable8に示すと

おりである｡32項目合計と学校生活適応感下位尺度と

の間にいずれも有意な正の相関が認められた.っ特に､友

人関係､特別活動-の態度との間に高い相関を示したこ

とから､学校生活の中での生きがい感は友人関係や部活

動と強く関連していると考えられる｡また､ほとんどの

下位尺度と学校生活適応感下位尺度との間に有意な正

の相関が認められ､中でも友好的関係と友人関係､他者

からの受容と友人関係､内発的意欲と進路意識および友

人関係､部活動と特別活動-の態度との間に高い相関が

示されたことから､生きがい感の一部と学校生活-の適

応が強く関連していることが示されたと考えられる｡

続いて､32項目合計と親和性下位尺度との間にも､

いずれも有意な正の相関が認められたOまた､ほとんど

の下位尺度と親和性下位尺度との間に有意な正の相関

が認められ､中でも他者からの受容と親密さ､家庭生活

と親密さおよび同一視欲求および信頼性との間に高い

相関が認められたことから､生きがい感の一部と親に対

する親和性が強く関連していることが示されたと考え

られる｡
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[感動体験下位尺度]

各下位尺度が精神的健康のNegativeな側面と負の相

関あるいは有意な負の相関を示す一方､感動体験は NH

との間に有意な正の相関､落胆気分との間に正の相関､

不安気分との間に有意な正の相関を示しており､特殊な

生きがい感であると考えられる｡

まず､感動体験下位尺度の特性を明らかにするた

めにGP分析を行った (Table9)｡セルフアンカリン

グスケールおよび精神的健康のPositiveな側面につ

いては上位群が下位群より有意に高い得点を示した｡

また､落胆気分を除く精神的健康のNegativeな側面

についても上位群が下位群より有意に高い得点を示

しており､落胆気分についても有意ではないが上位群が

下位群より高い得点を示した｡

続いて､感動体験を構成する項目と気分項目との関連

により､項目の特性を検討する(TablelO)｡4項目とも､

元気一落胆の軸だけでなく､平静一不安の軸との関連も強

いことから､理想-の達成という観点である促進焦点だ

けでなく､義務の達成という観点である防止焦点とも強

く関連していると考えられる｡

以上の検討より､感動体験はPositiveな側面だけで

なくNegativeな側面

とも強い関連を持つ

特殊な生きがい感で

あり､この下位尺度

の持つ自然や作品-

の感動といった心の

Table9 感軌体験GP分析の結果
上他59̂群 下位250̂群
平均値sD 平均値sD 碓

セルフアンカリンク 720 219

FM気分の安定性)267FH(気持ちの充実性)267
PH(稚確I王) 304
NH 281

元気気分 1182平群気分 973落胆気分 764
不安気分 869
自書感什 2464
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豊かさの側面がPositiveな側面と関連し､現実から一

時的に解放された安堵感の側面がNegativeな側面と関

連していると考えられる｡本研究ではここまで感動体験

としてきたが､この尺度の持つ2つの特性を考慮して忘

我体験とすることが望ましいかもしれない｡

TablelO蕃動休族項目と気分項目との相関
元気気分 平静気分 落胆気分 不安気分

自然の美しきを感じることがよくありますo

きれいな兄貴やめずらしい軌こよく出会っています

テレビや本から大切な事を学ぶことがよくあります｡
好きな本を読むことがよくあります｡
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V.稔合考察
本研究は､実証的な調査に基づいて､現代中学生

の実態に即した生きがい感尺度の作成および精神的

健康や現代中学生の生活態度との関連を明らかにす

ることを目指した｡その結果､8つの下位尺度を持つ

32項目の尺度を作成することができた｡｢生きがい感

とは何であるか｣の自由記述によって得られた項目

を質問項目に反映させたため､表面的妥当性および内容

的妥当性が高く､因子的妥当性もある尺度が作成された

と言えるだろう｡しかし､下位尺度の中には､構成項目

の少ないものや内的整合性があまり高くないものがあ

る｡今後は､信頼性および妥当性をさらに高めるために､

部活動や家庭生活についての項目を新たに追加し､因子
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構造を検討する必要があるだろう｡また､今回の調査は

県内の特定の地域において行われたものであるため､地

域差など何らかの特性の異なる中学生においても同様

の因子が抽出されるのか､同様の妥当性が確認されるの

かどうかと言った点についても､さらなる検討が必要と

されるだろう｡

精神的健康の両側面との関連については､本尺度と精

神的健康のPositiveな側面との関連が多く認められ､

Positiveな側面との構成概念妥当性の高さが示された｡

よって､生きがい感は積極性や活発さが伴い､自信を得

ることが出来るものであると考えられる｡また､下位尺

度の中には､Negativeな側面とも関連のある感動体験

(忘我体験)が含まれていることも示され､気分の安定を

得ることが出来るものであると考えられる｡

生活態度との関連については､本尺度と学校生活およ

び親子関係との関連が多く認められた｡今後はさらに､

学校や家庭のどのような側面が生きがい感に影響する

背景要因であるかを追及することが望まれる｡

最後に､本尺度の特性に基づき､現代中学生の生

きがい感は以下のような体験の中で獲得されるもの

であると定義するo

①他者とのフレンドリーな関係

②自己の存在や努力の結果を他者から認められる体験

③目標に向かって意欲的に取り組む体験

④部活動

⑤物質的に豊かな生活

⑥自然や作品-の感動 (現実からの解放)

⑦自由で気まま左生活

⑧家庭生活

①～③については､これまでの生きがい感研究や定義

との共通点が認められる｡④と⑧については､中学生に

特有の生きがい感が見出されたと考えられる｡一方､

⑤～⑦については従来の定義にはあまり見られない

内容の生きがい感である｡特に､⑤と⑦については､

近藤(1998)の大学生の生きがい感における人生享楽

と共通するのではないだろうか｡また､⑥について

は､感動を得るという積極的な意味での生きがい感か

ら､心を休めるという消極的な意味での生きがい感まで

を含んでいる｡いずれも､忙しない現代社会を生きる上

で必要不可欠な体験であり､現代に特有の生きがい感で

あると考えられる｡
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Title : Development and Validation of a Scale for Measuring Meaningful Life Experiences of

Junior High School Students

Satsuki FUJIKI (Kurasiki Education Center)

Shoji INOUE (Okayama University)

The purpose of this study is to develop a scale for measuring meaningful life experiences of junior

high school students and examine validity of this scale. We developed a meaningful life

experiences scale formed of 32 items on the basis of descriptions by junior high school students.

Factor analysis revealed that this scale has 8 factors. Factorial and external evidence of

convergent and discriminant validity for the scale are also presented.

Keywords Meaningful Life Experience, a Scale for Measuring Meaningful Life Experiences,

Mental Health.
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